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(百万円未満切捨て)

１．2019年６月期第２四半期の連結業績（2018年７月１日～2018年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上収益 営業利益 税引前利益 四半期利益
親会社の所有者
に帰属する四半

期利益

四半期包括利益
合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年６月期第２四半期 10,092 5.0 849 △8.7 811 △8.8 582 △2.0 582 △2.0 586 △5.8

2018年６月期第２四半期 9,614 8.8 930 △5.5 888 △5.6 594 △11.9 594 △11.9 623 △23.1
　

基本的１株当たり
四半期利益

希薄化後１株当たり
四半期利益

円 銭 円 銭

2019年６月期第２四半期 47.03 43.84

2018年６月期第２四半期 49.54 49.18
　

(注) 当社は、2017年12月14日開催の取締役会の決議により、2018年１月１日付けで普通株式１株を100株に分割しております。前連結会計年

　 度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、基本的１株当たり四半期利益及び希薄化後１株当たり四半期利益を算定しております。
　

（２）連結財政状態

資産合計 資本合計
親会社の所有者に
帰属する持分

親会社所有者
帰属持分比率

百万円 百万円 百万円 ％

2019年６月期第２四半期 23,733 9,082 9,082 38.3
2018年６月期 23,555 8,695 8,695 36.9

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2018年６月期 ― 0.00 ― 18.00 18.00
2019年６月期 ― 0.00
2019年６月期(予想) ― 18.00 18.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

３．2019年６月期の連結業績予想（2018年７月１日～2019年６月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上収益 営業利益 税引前利益 当期利益
親会社の所有
者に帰属する
当期利益

基本的１株当
たり当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 20,406 5.8 1,900 15.7 1,820 16.6 1,226 17.7 1,226 17.7 98.93
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） － 、除外 －社（社名） －
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

① ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無
　

（注）詳細は、添付資料Ｐ.10「２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記（６）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変

更）」をご覧ください。

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 2019年６月期２Ｑ 12,392,000株 2018年６月期 12,392,000株

② 期末自己株式数 2019年６月期２Ｑ －株 2018年６月期 －株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 2019年６月期２Ｑ 12,392,000株 2018年６月期２Ｑ 12,000,000株
　

（注）当社は、2017年12月14日開催の取締役会の決議により、2018年１月１日付けで普通株式１株を100株に分割しております。前連結会

　 計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、期末発行済株式数及び期中平均株式数を算定しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基

づいており、当社としてその達成を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。

（決算補足説明資料の入手方法について）

当社は、2019年２月15日に機関投資家及びアナリスト向け説明会を開催する予定であります。当日使用する決算補足説明資料は、開催後

速やかに当社ウェブサイトに掲載する予定であります。

（日付の表示変更について）

「2019年６月期 第１四半期決算短信」より日付の表示方法を和暦表示から西暦表示に変更しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループは、「低価格・短時間・高利便性・ヘアカットのみ・予約不要」という５つのお手軽さをお客様に

広く享受して頂けるよう、ヘアカットサービスの向上及び店舗拡大に取り組んでまいりました。

　具体的施策としては、国内では東京・大阪・名古屋に続き、2018年７月に福岡にもヘアカット未経験者等を育成

し、戦力化するための教育研修施設を設けました。これにより、ヘアカット未経験者等を積極的に採用及び育成す

ることによって店舗スタッフを確保し、店舗拡大を進めてまいりました。

新規店舗につきましては、19店舗出店いたしました。出店場所は、国内に16店舗、海外は香港、台湾及びアメリ

カに各１店舗であります。また、ショッピングセンターの改修等により６店舗閉店したことから、当第２四半期連

結会計期間末の店舗数は684店舗となりました。

当第２四半期連結累計期間（2018年７月１日～2018年12月31日）における売上収益は、国内既存店の売上収益が

前年同期を超える水準で順調に推移したこと及び国内外で新規出店が進んだこと等により、前年同期に比べ477百万

円増加しました。

売上原価は、店舗数の増加に伴う家賃等の店舗経費の増加に加えて、上場後、国内の店舗スタッフの退職率が低

減し、採用も好調に推移したことにより人員数が増加し、当社グループの先行投資である店舗スタッフの人件費が

増加したこと等から、前年同期に比べ458百万円増加しました。

販売費及び一般管理費は、本部機能の強化に伴う本部人件費の増加及び株主総会費用等の上場に伴う費用の増加

等により、前年同期に比べ116百万円増加しました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上収益は10,092百万円（前年同期比5.0％増）、営業利益は

849百万円（同8.7％減）、税引前四半期利益は811百万円（同8.8％減）、親会社の所有者に帰属する四半期利益は

582百万円（同2.0％減）となりました。

　なお、当社グループはヘアカット事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び資本の状況

当第２四半期連結会計期間末における資産、負債及び資本の状況は次のとおりであります。

流動資産は、前連結会計年度末に比べ45百万円増加し、3,433百万円となりました。これは主として、現金及び現

金同等物の減少125百万円、営業債権及びその他の債権の増加44百万円、その他の流動資産の増加82百万円等による

ものであります。非流動資産は、前連結会計年度末に比べ132百万円増加し、20,300百万円となりました。これは主

として、有形固定資産の増加57百万円、その他の金融資産の増加67百万円等によるものであります。その結果、資

産は、前連結会計年度末に比べ178百万円増加し、23,733百万円となりました。

流動負債は、前連結会計年度末に比べ100百万円増加し、2,949百万円となりました。これは主として、営業債務

及びその他の債務の減少73百万円、借入金の増加299百万円等によるものであります。非流動負債は、前連結会計年

度末に比べ308百万円減少し、11,701百万円となりました。これは主として、借入金の減少345百万円等によるもの

であります。その結果、負債は、前連結会計年度末に比べ208百万円減少し、14,651百万円となりました。

資本は、前連結会計年度末に比べ386百万円増加し、9,082百万円となりました。これは主として、資本剰余金の

減少223百万円、利益剰余金の増加582百万円等によるものであります。
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② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ125百万円減少し、1,893百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状

況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により増加した資金は、723百万円（前年同期は492百万円の増加）となりました。これは主として、

税引前四半期利益811百万円、減価償却費及び償却費387百万円等の資金増加要因に対し、法人所得税の支払額286

百万円等の資金減少要因があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により減少した資金は、582百万円（前年同期は467百万円の減少）となりました。これは主として、

有形固定資産の取得による支出481百万円、差入保証金の差入による支出79百万円等の資金減少要因があったこと

によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により減少した資金は、270百万円（前年同期は84百万円の減少）となりました。これは主として、短

期借入金の増加300百万円等の資金増加要因に対し、長期借入金の返済による支出350百万円、配当金の支払額221

百万円等の資金減少要因があったことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2019年６月期の業績予想に関しましては、2018年８月13日に公表いたしました通期の業績予想に変更はありませ

ん。なお、本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）要約四半期連結財政状態計算書

（単位：百万円）

前連結会計年度
（2018年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（2018年12月31日）

資産

　流動資産

　 現金及び現金同等物 2,018 1,893

　 営業債権及びその他の債権 1,082 1,127

　 棚卸資産 94 137

　 その他の流動資産 192 275

　 流動資産合計 3,387 3,433

　非流動資産

　 有形固定資産 2,355 2,412

　 のれん 15,430 15,430

　 無形資産 167 169

　 その他の金融資産 1,688 1,755

　 繰延税金資産 419 421

　 その他の非流動資産 106 110

　 非流動資産合計 20,167 20,300

　資産合計 23,555 23,733

負債及び資本

　負債

　 流動負債

　 営業債務及びその他の債務 344 271

　 借入金 762 1,062

　 未払法人所得税等 297 237

　 その他の金融負債 325 289

　 その他の流動負債 1,118 1,089

　 流動負債合計 2,848 2,949

　 非流動負債

　 借入金 11,226 10,881

　 その他の金融負債 426 450

　 繰延税金負債 17 18

　 引当金 326 338

　 その他の非流動負債 12 11

　 非流動負債合計 12,010 11,701

　 負債合計 14,859 14,651

　資本

　 資本金 1,103 1,103

　 資本剰余金 5,103 4,880

　 利益剰余金 2,538 3,121

　 その他の資本の構成要素 △49 △22

　 親会社の所有者に帰属する持分合計 8,695 9,082

　 資本合計 8,695 9,082

　負債及び資本合計 23,555 23,733

決算短信（宝印刷） 2019年02月12日 17時55分 6ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



キュービーネットホールディングス株式会社(6571) 2019年６月期 第２四半期決算短信

5

（２）要約四半期連結損益計算書

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 2017年７月１日
至 2017年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2018年７月１日
至 2018年12月31日)

　売上収益 9,614 10,092

　売上原価 △7,397 △7,856

　売上総利益 2,217 2,235

　その他の営業収益 15 37

　販売費及び一般管理費 △1,289 △1,406

　その他の営業費用 △12 △17

　営業利益 930 849

　金融収益 6 7

　金融費用 △48 △45

　税引前四半期利益 888 811

　法人所得税費用 △294 △228

　四半期利益 594 582

四半期利益の帰属

　親会社の所有者 594 582

　四半期利益 594 582

１株当たり四半期利益

　基本的１株当たり四半期利益（円） 49.54 47.03

　希薄化後１株当たり四半期利益（円） 49.18 43.84
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（３）要約四半期連結包括利益計算書

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 2017年７月１日
至 2017年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2018年７月１日
至 2018年12月31日)

四半期利益 594 582

その他の包括利益

　純損益に振り替えられる可能性のある項目

　 在外営業活動体の換算差額 28 3

　 純損益に振り替えられる可能性のある項目合計 28 3

　その他の包括利益合計 28 3

四半期包括利益 623 586

四半期包括利益の帰属

親会社の所有者 623 586

四半期包括利益 623 586
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（４）要約四半期連結持分変動計算書

前第２四半期連結累計期間（自 2017年７月１日 至 2017年12月31日）

（単位：百万円）

資本金 資本剰余金 利益剰余金

その他の資本の構成要素

在外営業活
動体の換算
差額

新株予約権 合計

2017年７月１日残高 1,000 5,000 1,496 △102 40 △62

　四半期利益 ― ― 594 ― ― ―

　その他の包括利益 ― ― ― 28 ― 28

四半期包括利益合計 ― ― 594 28 ― 28

株式報酬費用 ― ― ― ― 24 24

所有者との取引額合計 ― ― ― ― 24 24

2017年12月31日残高 1,000 5,000 2,090 △73 64 △9

（単位：百万円）

親会社の所有
者に帰属する
持分合計

資本合計

2017年７月１日残高 7,434 7,434

　四半期利益 594 594

　その他の包括利益 28 28

四半期包括利益合計 623 623

株式報酬費用 24 24

所有者との取引額合計 24 24

2017年12月31日残高 8,081 8,081
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当第２四半期連結累計期間（自 2018年７月１日 至 2018年12月31日）

（単位：百万円）

資本金 資本剰余金 利益剰余金

その他の資本の構成要素

在外営業活
動体の換算
差額

新株予約権 合計

2018年７月１日残高 1,103 5,103 2,538 △134 85 △49

　四半期利益 ― ― 582 ― ― ―

　その他の包括利益 ― ― ― 3 ― 3

四半期包括利益合計 ― ― 582 3 ― 3

株式報酬費用 ― ― ― ― 22 22

剰余金の配当 ― △223 ― ― ― ―

所有者との取引額合計 ― △223 ― ― 22 22

2018年12月31日残高 1,103 4,880 3,121 △130 108 △22

（単位：百万円）

親会社の所有
者に帰属する
持分合計

資本合計

2018年７月１日残高 8,695 8,695

　四半期利益 582 582

　その他の包括利益 3 3

四半期包括利益合計 586 586

株式報酬費用 22 22

剰余金の配当 △223 △223

所有者との取引額合計 △200 △200

2018年12月31日残高 9,082 9,082
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（５）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 2017年７月１日
至 2017年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2018年７月１日
至 2018年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

　税引前四半期利益 888 811

　減価償却費及び償却費 368 387

減損損失 － 14

金融収益 △6 △7

　金融費用 48 45

　営業債権及びその他の債権の増減額（△は増加） △274 △30

　棚卸資産の増減額（△は増加） △25 △43

　営業債務及びその他の債務の増減額（△は減少） △93 △5

　その他 36 △122

　小計 941 1,048

　利息の受取額 0 1

　利息の支払額 △42 △40

法人所得税の還付額 76 －

　法人所得税の支払額 △483 △286

　営業活動によるキャッシュ・フロー 492 723

投資活動によるキャッシュ・フロー

　有形固定資産の取得による支出 △325 △481

　無形資産の取得による支出 △98 △22

　差入保証金の差入による支出 △61 △79

　差入保証金の回収による収入 20 10

　その他 △1 △7

　投資活動によるキャッシュ・フロー △467 △582

財務活動によるキャッシュ・フロー

　短期借入金の純増減額（△は減少） 300 300

　長期借入金の返済による支出 △350 △350

　セール・アンド・リースバックによる収入 95 107

　リース債務の返済による支出 △121 △106

配当金の支払額 － △221

　その他 △8 －

　財務活動によるキャッシュ・フロー △84 △270

現金及び現金同等物に係る換算差額 20 3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △37 △125

現金及び現金同等物の期首残高 1,962 2,018

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,925 1,893
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（６）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

当社グループが本要約四半期連結財務諸表において適用する重要な会計方針は、以下に示した変更を除き、前連

結会計年度に係る連結財務諸表において適用した会計方針と同一であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間の法人所得税費用は、見積年次実効税率を基に算定しております。

　

（IFRS第15号「顧客との契約から生じる収益」）

当社グループは、第１四半期連結会計期間よりIFRS第15号「顧客との契約から生じる収益」 (2014年５月公表)及

び「IFRS第15号の明確化」 (2016年４月公表)（以下、併せて「IFRS第15号」という。）を適用しております。

IFRS第15号の適用に伴い、以下の５ステップアプローチに基づき、収益を認識しております。

ステップ１：顧客との契約を識別する

ステップ２：契約における履行義務を識別する

ステップ３：取引価格を算定する

ステップ４：取引価格を契約における履行義務に配分する

ステップ５：履行義務が充足されたときに（又は充足するにつれて）収益を認識する

当社グループの主要な事業はヘアカットサービスであります。履行義務は当社グループの店舗において、顧客の

ヘアカットサービスを完了することであり、直営店売上についてはその完了時点で収益を認識しております。

IFRS第15号の適用による当社グループの業績及び財政状態に及ぼす影響は軽微であります。

（セグメント情報等）

当社グループは、ヘアカット事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（１株当たり利益）

基本的１株当たり四半期利益及び希薄化後１株当たり四半期利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前第２四半期連結累計期間
(自 2017年７月１日
至 2017年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2018年７月１日
至 2018年12月31日)

親会社の所有者に帰属する四半期利益（百万円） 594 582

普通株式の期中平均株式数（株） 12,000,000 12,392,000

　ストック・オプションによる増加（株） 86,835 901,752

希薄化後普通株式の期中平均株式数（株） 12,086,835 13,293,752

基本的１株当たり四半期利益（円） 49.54 47.03

希薄化後１株当たり四半期利益（円） 49.18 43.84

（注）当社は、2017年12月14日開催の取締役会の決議により、2018年１月１日付けで普通株式１株を100株に分割し

ております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、基本的１株当たり四半期利益及

び希薄化後１株当たり四半期利益を算定しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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